


2011 年初頭、電子書籍業界に衝撃が走りまし
た。シャープが XMDF ファイル作成ソフト
「XMDF ビルダー 3」（以下、ビルダー）の無償公
開に踏み切ることが発表されたのです。XMDF と
はシャープが開発した電子書籍の規格のひとつ
で、日本では広く使われているものですが、今ま
ではこれを利用するのにシャープから有償でライ
センスを発行してもらう必要がありました（しか
も企業限定）。

七月下旬、予告通りに XMDF 公式サイト 
<http://www.xmdf.jp/> にてダウンロードが開始
されました。ただし無償とは言っても、企業名、
責任者名とともにアカウントを申請する必要があ
ります。企業体ではない我々は諦めなければなら
ないかと思ったのですが、同人サークル名義でも
いけないかな……と駄目で元々とばかりに申請を
出してみたところ、数日後、「アカウント発行の
お知らせ」メールが届きました。同様に大学名と
研究者名で申請を出してみた場合も無事アカウン
トは発行されました。案外シャープは寛容なよう
です。（いちいちチェックする術がなかっただけ
かもしれませんが）

しかしビルダーさえあれば XMDF ファイルを

作成できるというわけではないのです（汗）。先
に発行されたアカウントで公式サイトにログイン
後、「ライセンスファイルの申請」という案内に
従ってください。この後に届くメールに添付され
ている「license.bin」というファイルはビルダー
の初回起動時に必要になります。

というわけで、ソフトウェアをダウンロードし
てさっそくインストールしてみます。なお対応
OS は Windows XP 以上のみです。Mac ユーザ
の私涙目。以下のレポートは Windows 7（東芝
の libretto W100、MacBookPro 内の BootCamp
にて実行）で実験したものです。

【アイコン】
インストール自体は特にトラブルもなく終了し
たので、書くことがありません ......。起動に必要
な環境（.NET と Java）が足りない場合、自動で

探してきてインストールしてくれます。そして一
緒にダウンロードできるマニュアル（PDF 形式）
の分厚さに心が折れそうになります（笑）。もと
もと企業向けに作られた規格なせいか、項目がま
あ細かいこと。

今回の記事でははまず、最低限の操作とファイ
ル作成を目標にやってみることにします。作業工
程の雰囲気だけでも掴んでいただければと。（詳細
なやり方はがんばってマニュアル読んでください）

ビルダーを立ち上げ、新規ワークスペースを作
成します。テンプレート類は使用せず「新規作成」
「テキストコンテンツ」を選びます。

 

【作成画面全体】

XMDF ファイルは大きく分けて四種類のデータ
で構成されています。書誌、目次、イベント、フロー
です。この「フロー」とはコンテンツの本文を構
成する単位であり、実作業はフローの追加、編集
がメインになります。

 

【書誌データ作成画面】

書誌とはつまり「その本についての情報」です。
題名、著者名、出版社名などですね。とりあえず

必要最低限だけ埋めておきます。

 

【目次データ作成画面】

時間がないので、目次については今回は飛ばし
ます。（汗）目次を作成しなくとも XMDF ファイ
ルの書き出しは可能です。

 

【イベントデータ作成画面】

時間がないので、今回は飛（以下略）。

ビルダーにおいて電子書籍を作成する場合、基
本的にはあらかじめ用意しておいたテキスト（文
章）や画像といった素材を読み込んでワークス
ペース内にストックし、それをレイアウトに沿っ
て並べていくという形をとります。

 

【テキストデータ作成画面】

テキストデータ作成画面でテキストを編集しま
す。改行、改ページ、ルビといったテキストへの装
飾もここで行います。これらの指定は XML で行い
ます。タグの一部分はHTMLを踏襲していますが、
独自タグもいろいろ混ざっているので注意（笑）。

テキストはエディタで編集できるほか、テキス
トファイル、HTML ファイル、IDML ファイル
（InDesign から出力できる XML ファイル）を読
み込むことができます。HTML ファイルや IDML
ファイルを用いる場合、元のレイアウト情報を保
持したまま読み込むことも可能です。ただし「あ
る程度は」であって、まったく元のままとはいき
ませんが。文書内の画像の位置がおかしくなって
いたほか、一部の記号や傍点に文字化けしている
箇所が見受けられました。　

 

【画像読み込み】

外部から読み込んだ素材はパーツマネージャー
で管理しておきます。

 【レイアウトデータ作成画面】

上でストックした素材のレイアウトをここで決
めます。表示されているキャンバスが、実際の電
子書籍の一ページ（一度に表示される分）に相当
します。まずグリッドに従っていくつか写真のよ
うにブロック（ビルダー上では領域と呼びます）
を配置し、その後、領域と素材を関連付けていき
ます。

領域には動的テキスト領域、静的テキスト領域、
オブジェクト領域の三種類があります。このあた
りは実際にやっていただくのが一番早いのですが
（汗）、動的テキスト領域に配置するのはページを
繰ると続きが表示される素材、静的テキスト領域
に配置するのはどのページでも同じように表示さ
せたい素材です。大雑把に言うなら動的テキスト
領域が本文、静的テキスト領域とオブジェクト領
域がページ上下の柱などですね。

なお、領域を重ねて作成したりややこしいレイ
アウトにすると XMDF 出力時にエラーが出ます
（汗）。画面サイズや読みやすさを考えても、あま
りややこしいレイアウトはやらないほうがよさそ
うな……。

ちなみに、動的テキスト領域は縦書きがデフォ
ルトで、静的テキスト領域では横書きがそれに
なっています。

ひととおり素材の読み込みやレイアウトが終
わったら、付属のビューアで表示して確かめてみ
ます。おかしかったらやり直し。（笑）

 

【ビューア表示画面】

問題なければ「パブリッシュ」からXMDFファ
イルとして書き出します。これで XMDF ファイ
ル（.zdf）が完成！　お疲れ様でした。ぱちぱち。

ウィンドウ下部のログウィンドウに、ビューア
出力時、パブリッシュ時の作業ログが表示されて
います。エラーが出た場合はここを見てどこがお
かしかったのか確認してください。（このあたり
はプログラム開発環境に近いですね）

作成した XMDF ファイルが他のソフトでも読
めるのか、確認してみます。今回はシャープの『文
庫ビューア』を使用しました。

【文庫ビューア画面】
ちゃんと読み込めてますね。

ただしここにひとつ大きなトラップがありまし
て。ビルダーではデフォルトで XMDF3.0 のデー
タを出力するようになっています。しかし 2011
年 8 月時点で 3.0 に対応しているソフトはきわめ
て 少 な く、本 家 シ ャ ー プ の GALAPAGOS 
STATION くらいしかありません。それ以外のソ
フトで表示させたい場合、「プロジェクト情報」
から出力バージョンを 2.1 に変更しておく必要が
あります。バージョン 2.1 は上で説明した静的テ
キスト領域などには対応しておらず、そのため上
のビューアでは再現できていた二段組み表示がで
きていません。

もうひとつ問題点は電子書籍ストアで購入した
わけではない、いわば野良 XMDF ファイルを読
み込めないソフト・電子書籍端末も多いことです。
元々企業でのみ利用されていたフォーマットなの
で仕方のない面はあるのですが、作成環境だけで
なく、閲覧環境のバージョンアップを望みたいと

ころです。

以上、駆け足でビルダーの雰囲気だけでもとレ
ビューしてみました。当方もまだきちんと扱える
わけではないので、できる限りの確認はしていま
すが、間違いのある可能性があることをご了承く
ださい。なにしろマニュアル分厚すぎる。

今まで謎に包まれていた（笑）XMDF を今回
ようやく自分でいじれるようになったわけです
が。少し触ってみた感想は「ごった煮だな……」
でした。HTML、InDesign、Tex に至るまで、
既存の組版用の規格やソフトに似た部分はいく
つもあります。設計思想的には HTML5 のキャ
ンバスに似ているでしょうか。（ただし XMDF
自体は歴史のある規格であり、わざと似せたと
かそういうことではありません）同時に「日本
語の文章」に特化したメニューや機能が多いよ
うです。

多少なりとも HTML や InDesign を使った経
験があれば、ビルダーは慣れれば十分使いこな
せると思います。ただし初心者向けとは言い難
い上、独自の用語が多くて最初にマニュアルを
読んだときには戸惑いました。元々企業向けの
規格・ソフトなせいか、細かく設定できる箇所
が多くてとっつきづらい感があります。個人的
に困ったのはエラー表示が不親切なことと、エ
ラーの表示領域が狭いことかな。（汗）
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XMDFビルダー最速レポート！
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てさっそくインストールしてみます。なお対応
OS は Windows XP 以上のみです。Mac ユーザ
の私涙目。以下のレポートは Windows 7（東芝
の libretto W100、MacBookPro 内の BootCamp
にて実行）で実験したものです。

【アイコン】
インストール自体は特にトラブルもなく終了し
たので、書くことがありません ......。起動に必要
な環境（.NET と Java）が足りない場合、自動で

探してきてインストールしてくれます。そして一
緒にダウンロードできるマニュアル（PDF 形式）
の分厚さに心が折れそうになります（笑）。もと
もと企業向けに作られた規格なせいか、項目がま
あ細かいこと。

今回の記事でははまず、最低限の操作とファイ
ル作成を目標にやってみることにします。作業工
程の雰囲気だけでも掴んでいただければと。（詳細
なやり方はがんばってマニュアル読んでください）

ビルダーを立ち上げ、新規ワークスペースを作
成します。テンプレート類は使用せず「新規作成」
「テキストコンテンツ」を選びます。

 

【作成画面全体】

XMDF ファイルは大きく分けて四種類のデータ
で構成されています。書誌、目次、イベント、フロー
です。この「フロー」とはコンテンツの本文を構
成する単位であり、実作業はフローの追加、編集
がメインになります。

 

【書誌データ作成画面】

書誌とはつまり「その本についての情報」です。
題名、著者名、出版社名などですね。とりあえず

必要最低限だけ埋めておきます。

 

【目次データ作成画面】

時間がないので、目次については今回は飛ばし
ます。（汗）目次を作成しなくとも XMDF ファイ
ルの書き出しは可能です。

 

【イベントデータ作成画面】

時間がないので、今回は飛（以下略）。

ビルダーにおいて電子書籍を作成する場合、基
本的にはあらかじめ用意しておいたテキスト（文
章）や画像といった素材を読み込んでワークス
ペース内にストックし、それをレイアウトに沿っ
て並べていくという形をとります。

 

【テキストデータ作成画面】

テキストデータ作成画面でテキストを編集しま
す。改行、改ページ、ルビといったテキストへの装
飾もここで行います。これらの指定は XML で行い
ます。タグの一部分はHTMLを踏襲していますが、
独自タグもいろいろ混ざっているので注意（笑）。

テキストはエディタで編集できるほか、テキス
トファイル、HTML ファイル、IDML ファイル
（InDesign から出力できる XML ファイル）を読
み込むことができます。HTML ファイルや IDML
ファイルを用いる場合、元のレイアウト情報を保
持したまま読み込むことも可能です。ただし「あ
る程度は」であって、まったく元のままとはいき
ませんが。文書内の画像の位置がおかしくなって
いたほか、一部の記号や傍点に文字化けしている
箇所が見受けられました。　

 

【画像読み込み】

外部から読み込んだ素材はパーツマネージャー
で管理しておきます。

 【レイアウトデータ作成画面】

上でストックした素材のレイアウトをここで決
めます。表示されているキャンバスが、実際の電
子書籍の一ページ（一度に表示される分）に相当
します。まずグリッドに従っていくつか写真のよ
うにブロック（ビルダー上では領域と呼びます）
を配置し、その後、領域と素材を関連付けていき
ます。

領域には動的テキスト領域、静的テキスト領域、
オブジェクト領域の三種類があります。このあた
りは実際にやっていただくのが一番早いのですが
（汗）、動的テキスト領域に配置するのはページを
繰ると続きが表示される素材、静的テキスト領域
に配置するのはどのページでも同じように表示さ
せたい素材です。大雑把に言うなら動的テキスト
領域が本文、静的テキスト領域とオブジェクト領
域がページ上下の柱などですね。

なお、領域を重ねて作成したりややこしいレイ
アウトにすると XMDF 出力時にエラーが出ます
（汗）。画面サイズや読みやすさを考えても、あま
りややこしいレイアウトはやらないほうがよさそ
うな……。

ちなみに、動的テキスト領域は縦書きがデフォ
ルトで、静的テキスト領域では横書きがそれに
なっています。

ひととおり素材の読み込みやレイアウトが終
わったら、付属のビューアで表示して確かめてみ
ます。おかしかったらやり直し。（笑）

 

【ビューア表示画面】

問題なければ「パブリッシュ」からXMDFファ
イルとして書き出します。これで XMDF ファイ
ル（.zdf）が完成！　お疲れ様でした。ぱちぱち。

ウィンドウ下部のログウィンドウに、ビューア
出力時、パブリッシュ時の作業ログが表示されて
います。エラーが出た場合はここを見てどこがお
かしかったのか確認してください。（このあたり
はプログラム開発環境に近いですね）

作成した XMDF ファイルが他のソフトでも読
めるのか、確認してみます。今回はシャープの『文
庫ビューア』を使用しました。

【文庫ビューア画面】
ちゃんと読み込めてますね。

ただしここにひとつ大きなトラップがありまし
て。ビルダーではデフォルトで XMDF3.0 のデー
タを出力するようになっています。しかし 2011
年 8 月時点で 3.0 に対応しているソフトはきわめ
て 少 な く、本 家 シ ャ ー プ の GALAPAGOS 
STATION くらいしかありません。それ以外のソ
フトで表示させたい場合、「プロジェクト情報」
から出力バージョンを 2.1 に変更しておく必要が
あります。バージョン 2.1 は上で説明した静的テ
キスト領域などには対応しておらず、そのため上
のビューアでは再現できていた二段組み表示がで
きていません。

もうひとつ問題点は電子書籍ストアで購入した
わけではない、いわば野良 XMDF ファイルを読
み込めないソフト・電子書籍端末も多いことです。
元々企業でのみ利用されていたフォーマットなの
で仕方のない面はあるのですが、作成環境だけで
なく、閲覧環境のバージョンアップを望みたいと

ころです。

以上、駆け足でビルダーの雰囲気だけでもとレ
ビューしてみました。当方もまだきちんと扱える
わけではないので、できる限りの確認はしていま
すが、間違いのある可能性があることをご了承く
ださい。なにしろマニュアル分厚すぎる。

今まで謎に包まれていた（笑）XMDF を今回
ようやく自分でいじれるようになったわけです
が。少し触ってみた感想は「ごった煮だな……」
でした。HTML、InDesign、Tex に至るまで、
既存の組版用の規格やソフトに似た部分はいく
つもあります。設計思想的には HTML5 のキャ
ンバスに似ているでしょうか。（ただし XMDF
自体は歴史のある規格であり、わざと似せたと
かそういうことではありません）同時に「日本
語の文章」に特化したメニューや機能が多いよ
うです。

多少なりとも HTML や InDesign を使った経
験があれば、ビルダーは慣れれば十分使いこな
せると思います。ただし初心者向けとは言い難
い上、独自の用語が多くて最初にマニュアルを
読んだときには戸惑いました。元々企業向けの
規格・ソフトなせいか、細かく設定できる箇所
が多くてとっつきづらい感があります。個人的
に困ったのはエラー表示が不親切なことと、エ
ラーの表示領域が狭いことかな。（汗）

■おわり
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